
高知南国道路 南国安芸道路

高知東部自動車道

事業中

阿南安芸自動車道

安芸道路
事業中

窪川佐賀道路

事業中

中村宿毛道路

奈半利
～
安芸

愛媛県
愛南町

徳島県
海陽町

都市計画
手続中

高
知
南

内
海

津
島
岩
松

事業中

四
万
十

黒
潮
佐
賀

黒
潮
大
方

黒
潮
上
川
口

四
万
十
町
中
央
四
万
十
町
西

中
土
佐

高
知

南
国

大
豊

香
南
の
い
ち

芸
西
西 安芸
西

安
芸
東

柏
木野
友

高
知
龍
馬
空
港

間

須
崎
西

黒
潮
拳
ノ
川

安倉
～
和田

土
佐

事業中

事業中

大方四万十
　　　　　道路

海部野根道路

野
根

甲
浦

宍
喰

海
部

古
津
賀

四国横断自動車道

伊
野

須
崎
東

大洲市
方面

宿毛
～
内海

環境アセス
調査中

(計画段階評価完了)

事業中

土
佐
PA

野根安倉道路

暫定２車線区間の４車線化
優先整備区間

「高速道路における安全・安心基本計画」

において選定

北川道路

和田
～
柏木

高松市
徳島市
方面

佐賀大方道路

直轄権限代行区間

事業中
(県)

宿
毛
和
田
平
田

宿毛湾港

E56
須崎港

高知港

（
和
田
）

（
安
倉
）

E55

E32

北川道路１工区
令和３年度
新規事業化
(補助事業)

令和５年度開通予定
※総延長4kmのうち3.4km

1工区2-2工区

四国横断自動車道： 窪川佐賀道路、佐賀大方道路、大方四万十道路

高知東部自動車道： 南国安芸道路　(高知龍馬空港～香南のいち、芸西西～安芸西)

阿南安芸自動車道： 海部野根道路、野根安倉道路（直轄権限代行）、安芸道路

                            北川道路１工区及び北川道路2-2工区（補助事業費の確保）

１ 事業中箇所の早期開通

高知自動車道： 土佐PA～須崎東

３ ｢高速道路における安全・安心基本計画」に
　 基づく暫定２車線区間の４車線化の着実な実施

大規模災害時の備えを高め、地域経済の活性化に不可欠な四国８の字ネットワークの整備は急務

四国横断自動車道： 宿毛～内海

阿南安芸自動車道： 奈半利～安芸

２ 計画段階評価完了区間の早期事業化

切迫度の高まる南海トラフ地震に備えるためにも、

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策等によるミッシングリンク解消、ダブルネットワーク構築が不可欠

整備状況

ミッシングリンク

ミッシングリンク

■四国8の字ネットワーク■凡例

※事業中区間のICの名称は一部仮称

（暫定２車線含む）

：主なIC

：重要港湾

E55

E32

E56

E11

E11

：開 通 済（有料・暫定２車線）

：開 通 済（有料・4車線）

：開 通 済（無料・２車線）

：事 業 中

：一般国道

：計画段階評価完了区間

四国８の字ネットワークの整備促進　 高知県

国道

56

国道

55

国道

493

高知南国道路
（高知ＩＣ～高知南ＩＣ）

令和３年２月27日
全線開通

片坂
バイパス

(計画段階評価完了)

南国安芸道路
（高知龍馬空港IC～香南のいちIC）

令和７年春頃
開通予定



黒
潮
拳
ノ
川

安
芸
東

柏
木

国道
55

国道

32

国道

56

伊
野

E55

E32

E56

中
土
佐

３

県立春野総合
運動公園

県立室戸
広域公園

県立青少年センター

宿毛市総合
運動公園

土
佐
SIC

須
崎
東

芸
西
西

野
根

高
知
龍
馬
空
港

香
南
の
い
ち

高
知
南

四
万
十

宿
毛
和
田

四
万
十
町

中
央

大
豊

南
国

平
田

四
万
十
町
西

高
知

： 四国８の字ﾈｯﾄﾜｰｸ（整備済区間）
： 四国８の字ﾈｯﾄﾜｰｸ（未整備区間）

：直轄国道
：

：

： 津波浸水想定区間

補助国道

広域物資輸送拠点
※南海トラフ地震における具体的な応急対策
　活動に関する計画（中央防災会議幹事会）

：

： 主なＩＣ

ミッシングリンク区間

四国８の字ネットワーク整備率

高知県 61％
※R3.4.1時点

（四国 74％）

国道

33

●【約１年後】令和元年７月８日　４車線による通行再開

●【６日後】平成３０年７月１３日　対面通行による通行再開

四国８の字ネットワークの整備によるダブルネットワークの構築「災害への備えを高める」

▲対面通行による通行再開(大豊IC付近)

（高知方面）

下り線

上り線

(令和元年７月８日撮影)

高知県

▲対面通行による通行再開 (立川上名付近)

被災から明らかとなった４車線化の重要性「災害への備えを高める」

■高知IC～高松西ICの所要時間と走行距離

平常時（４車線） 大豊IC～川之江東JCT
通行止め時（迂回利用）

約１時間２0分

：所要時間（片道）

：走行距離（片道）

約160ｋｍ

約115ｋｍ

約45㎞増

約1時間増

広域的な迂回により
利用者の負担が増大

約２時間２０分

※H27道路交通センサス
　を基に算出

●【被災】平成３０年７月７日　高知自動車道「立川橋」の流失

四国８の字ネットワークの整備促進　【地域の防災力の向上】　

黒
潮
大
方

２

安
芸
中 １

■南海トラフ地震における
　具体的な応急対策活動に関する計画
　（中央防災会議幹事会）

　県外から県内拠点（広域物資輸送拠点
　４箇所等）への支援物資の輸送や救援
　部隊の進出に
　を「緊急輸送ルート」として活用

国・県・市が連携し津波浸水の影響を受けない高台へ移転３

▲安芸市消防防災センター（Ｈ25.3月移転完了）▲黒潮町役場庁舎（Ｈ30.1月移転完了）

ヘリポート

（県）警察署

（県）土木事務所

（市）役場庁舎

（市）保育園

（国）海上保安庁

名称「希望ヶ丘」

　
　2018年7月7日未明に道路区域外の
　法面崩壊により橋梁上部工が流失

(2018年7月11日)

下り線

上り線

高知方面

被災箇所

高
知
南

香
南
の
い
ち

高
知

南
国

大豊～川之江東の通行
止めに伴う迂回ルート

高知IC～川之江JCT
の平常時のルート

須
崎
東

土
佐土
佐
P
A 伊

野

大
豊

川
之
江

E32

香川県井
川
池
田

坂
出

高
松
西

高松自動車道

新
宮

高知県

愛媛県

松山自動車道 E11

E11

E32

徳島県

川
之
江
東

32

被災箇所
立川橋上部工
（上り線）

暫定二車線（有料）

安全・安心計画に基づく

優先４車線化整備区間

■被災状況
■緊急車両の通行状況

上り線

下り線

下り線

上り線

（岡山・高松方面）

（高知方面）

（岡山・高松方面）

被災箇所

高
知
龍
馬

空
港 芸

西
西

安
芸
東

徳島自動車道

▲被災を免れた下り線を活用することで、
　県外からの支援部隊の進出ルートを確保

国道55号・56号の課題

現道の６割以上が浸水
非常に脆弱

年間約１０回の

全面通行止めが発生

越波、路面冠水等により

※H30-H31(R1)平均10回

室戸市羽根

浸水想定
区域外
39％ 浸水想定
区域内

61％ ▲越波により道路上に打ち上げられた岩石

室戸市佐喜浜

▲国道55号における越波の状況

■四国８の字ネットワークミッシングリンク区間の
　 国道55号・56号における津波浸水想定延長割合

８の字
整備
国土強靱化対策の推進・地域防災力の向上に寄与

幹線道路は
津波浸水により
一時寸断

沿岸部の

　●令和３年１月：造成工事完了
　●令和４年２月：保育園建築完了予定
　●令和４年３月：宿毛市庁舎建築完了予定

＜四国８の字ＮＷ＞
Ｅ56四国横断自動車道
「宿毛～内海」の事業化

＜高台移転＞
市庁舎をはじめとする
防災拠点の機能を確保×

効 果

（R1.10） （R1.10）

・緊急輸送体制が構築され、
　応急救助機関の円滑な受入れが可能に
・宿毛市総合運動公園(広域物資配送拠点)
　まで浸水想定区域を回避した接続が可能に

津波及び地震に伴う地盤沈下
による長期浸水想定区域

●ミッシングリンク区間に並行する沿岸部の幹線道路が非常に脆弱

ミッシングリンク区間

ミッシングリンク区間

１ ２

（宿毛市の事例）

４車
線化
・通行を確保したうえでの早期の全面復旧作業につながる

・早期の通行再開で、広域的な迂回を回避し、利用の負担を軽減

四国横断自動車道「宿毛～内海」ルート帯E56 ※ルート帯：高台北側の１ｋｍ幅



四国８の字ネットワークの整備促進　　【地域の基幹産業の振興を支える！】 高知県

産業活動の効率性・安全性が向上し、地域経済の活性化に貢献
８の字
の整備

※「8の字完成時点」は、四国8の
    字ネットワークとH27事業中の
    高規格幹線道路が完成したもの
    として算定。また、陸路のみ使
    用したものとして全て算定

高知市

岡山市

大阪市

姫路市

広島市

防府市

浜田市

出雲市 米子市 鳥取市
■消費圏域の変化

●特産物の効率的な輸送による関西圏の経済活力を誘引

■「土佐の清水さば」活魚を提供する飲食店が
　関西に開店

●宿毛市からの消費圏域（６時間圏域）の拡大

土佐清水市

2006
年度末 年度末

2015 ８の字
完成

2,700
万人

800
万人

1,400
万人

　※2015年度、8の字完成時の人口は、
　　2015年国勢調査人口速報集計結果
　　により算定

神戸市

消　費　圏　拡　大

（神戸市中央区）

８の字
の整備

:2006年度末
:2015年度末
:8の字完成
:8の字ネットワーク

『土佐清水ワールド 三宮中央通店』

　輸　出　拡　大

2017年７月オープン

サバを安定して
活魚輸送できるのは

約６時間

活魚提供による付加価値
単価が3～5倍

土佐清水のさば

約 ３倍
に増加

■消費圏域人口の推移

■遠方への活魚輸送に不可欠な高速道路 ■県産養殖魚取扱高の増加 （大阪市中央卸売市場）

2017 2018 2019

※大阪市中央卸売市場HP公表資料をもとに算定

取扱高増加

■産地加工体制の強化による生産性の向上（宿毛市）

養殖魚の加工能力県内最大規模の
水産加工施設が操業開始（2019.7）

宿毛市

■H30高知県産ゆずの出荷量シェア

●県東部地域の基幹産業を支える（北川村の事例）

201920182017 2023

1億円

2億円

3億円

4億円

5億円 目標
3.9億円

※出典：高知県地産地消・外商課提供データ

3.0億円
3.5億円

3.7億円

■生産地からの主な輸出ルート※青果の場合：北川村→成田空港→EU（欧州連合）など

着実に増加

関西などの大規模消費圏への輸送を支える 地域の基幹産業の生産拡大・輸出拡大を支える

■県産ゆずの輸出額推移（青果・果汁・皮の合計）

5３％

高知県

集出荷場へゆずを運ぶ様子

ゆ

高知東部自動車道

阿南安芸自動車道

E55

開通済み

事業中

調査中（県施工） 一般国道

計画段階評価完了 ゆず集出荷施設ゆ

北川村

野
根

甲
浦

現在の主な出荷ルート
 R493⇒R55⇒ E55 ⇒ E32 ⇒ 　

８の字完成後の主な出荷ルート
  E55  ⇒　　輸送時間 ▲1時間30分

※野友IC̃成田IC間の片道の所要時間の比較

産地間競争力の向上

ゆ

E32

133
箇所

104
箇所

0

68
箇所

８の字の整備促進

基幹産業を後押し

速達性・安全性が向上

▼国道493号の落石及び崩壊危険箇所状況

現在 北川道路
開通和田～柏木開通
野根安倉道路 北川道路

安倉～和田開通

▼国道493号では崩落や落石が度々発生

3ヶ月以上も
通行止め

１

東洋町方面

北川村安倉（2018年7月）

国 道

493
ROUTE

約90ｍ

約200ｍ

２

▼手入れや出荷などでも国道493号を利用

野根安倉道路北川道路
安倉～和田和田～柏木

北川道路

【事業中】
【事業中】

【事業中】

成田空港から
欧州連合など

国道493号

※出典：高知県の園芸（令和２年３月）

◀海外PR用ロゴマーク

品質の良い県産ゆずの
ブランド化を目指す

全国No.1

北川奈半利道路

【H22 開通】

：ブリ ：マダイ ：クロマグロ

E55
１

２

国 道

493
ROUTE

野
友

（高知自動車道）

■ゆずの生産・出荷を支える国道493号における課題

■農地集約事業によるゆず園地の整備と期待される効果 ■スマート農業に向けた実証実験

【R1～R8】
合計18.1ha
整備予定

2020.12完成(0.5ha)

北川村久江ノ上地区
整備前 整備後

▼収穫量の増加（10a当たり）
※北川村提供データ

加工用 加工用
(1,750)

青果用
(750)

2,500Kg
約1.4倍

高単価の青果ゆずが生産可能

約2.3倍生産者の売上額
※H25-29平均価格により算出　※農業協同組合を介した流通の場合

1,800Kg

・作業の効率化及び省力化

・新規就農者の増加　　

安芸市

香美市
馬路村

安田町

芸西村

香南市

東洋町

【スマート農業導入の狙い】

総来客数100万人突破！
初出店から４年で

※「土佐清水ワールド」・「幡多バル」の全店舗の合計

14億円

19億円
21億円

高
知

南
国

奈半利町

高
知
南 芸

西
西

高
知
龍
馬
空
港 安

芸
東

香
南
の
い
ち 安

芸
西

柏
木

国 道

55
ROUTE

田野町

その他

徳島県

愛媛県



6.0万人 6.3万人 6.3万人

7.5万人

四国８の字ネットワークの整備促進　【観光振興】 高知県

高知県の観光

西部地域 自然や体験を活かした滞在型観光を支える

●体験型観光商品の利用者数と商品数の推移

四万十川カヌー体験

１

竜串ビジターセンター
「うみのわ」

スノーピーク土佐清水
キャンプフィールド

（R2.3オープン)

（R2.７オープン)

（H31.4オープン)

※出典：(一社)幡多広域観光協議会提供資料

県立足摺海洋館「ＳＡＴＯＵＭＩ」

【R2.7.18オープン】

３２

ファミリーフィッシング

【四万十市】 【宿毛市】 【土佐清水市】

県立 足摺海洋館「ＳＡＴＯＵＭＩ」
館内展示と周辺の自然やｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨが
連動した新しい水族館

R３.2末約1６万人
初年度目標11万２千人

８の字
の整備 移動時間の短縮等により観光客の負担が軽減され、地域の取り組みと相まって誘客促進に大きく寄与

ウィズ、アフターコロナの観光振興を支える

県外からの入込と県内の周遊を支える

対象：四万十市、宿毛市、土佐清水市、黒潮町、大月町、三原村

78商品

98商品 104商品

1.5万人

3.0万人

2.0万人

H27→R1
利用者数

約２倍

H27 H29 R1 R7目標

目標値を

大幅に上回る

2.5万人

●整備状況
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生見海岸

東部地域：室戸市、安芸市、東洋町、
　　　　　奈半利町、田野町、安田町、
　　　　　北川村、馬路村、芸西村

東 部 地 域

【８の字完成後】
 高知ICから１.5時間で全ての
 観光地等に到達可能 (34箇所)

約130分
↓
約70分
(▲約60分)

香
南
の
い
ち

足摺岬

西 部 地 域

【８の字完成後】
 高知ICから２.5時間で全ての 
 観光地等に到達可能 (51箇所)

約190分
↓
約150分
(▲約40分)

西部地域：宿毛市、土佐清水市、四万十市、
　　　　　大月町、三原村、黒潮町

※事業中区間のICの名称は一部仮称

（暫定２車線含む）
：主なIC

：重要港湾

：開 通 済（有料・暫定２車線）

：開 通 済（有料・4車線）

：開 通 済（無料・２車線）

：事 業 中

：一般国道

：計画段階評価完了区間

:８の字の整備により
:移動時間の短縮が最
:大となる観光地等

1
四万十市

2
宿毛市

3

土佐清水市

【観光拠点等】
  観光庁「観光入込客数統計に関する共通基準」に基づき高知県道路課にて調査・集計

※出典：R1県外観光客入込・動態調査
            報告書(高知県観光政策課）

８割以上が
自動車を利用

■県外観光客の利用する交通機関別割合

0

100

200

300

※出典：高知県観光政策課提供資料（高知県内西部地域20施設）

300％

200％

100％

SATOUMI（土佐清水市）7.18ｵｰﾌﾟﾝ
GOTOトラベル（国）
ﾘｶﾊﾞﾘｰｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（県）7.22開始

中村宿毛道路全線開通（7.5）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

四万十川ｼﾞｯﾌﾟﾗｲﾝ（四万十町）6.27ｵｰﾌﾟﾝ

約280%

●屋外観光需要の増加と観光拠点の整備等により
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロナ禍でも一定の入込を堅持

■令和２年　西部地域の月別観光施設利用実績（対前年比）

■延べ宿泊者対前年比（令和２年８月）

※出典：宿泊旅行統計調査（国土交通省観光庁）
全国平均 高知県

約68%

約41% 一定の入込
を堅持

減少率
全国最小

●関西・高知経済連携強化
～令和７年大阪・関西万博、 令和８年以降の大阪IRを見据えて～

4

5
67 北川村

安田町

安芸市

●新しい生活様式への転換（テレワークの普及）

■ワーケーション誘致ツアーの開催

ﾜｰｹｰｼｮﾝｷｯｸｵﾌｲﾍﾞﾝﾄ【土佐清水市】
17社23名が参加

※出典：高知県地域観光課提供資料（ｲﾍﾞﾝﾄ参加者へのｱﾝｹｰﾄ結果を道路課にて分析）

東部地域

●地域への誘客拡大に向けた取り組み
■観光拠点の再整備（民間活力の導入）

５【安芸市】

岩崎彌太郎生家

●体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの入込客数

H28 H30 R1

「自然」、「歴史」の観光資源による観光人口の増加を支える

安田川アユおどる清流キャンプ場【安田町】

北川村｢モネの庭｣マルモッタン

【北川村】

■来園者数

H30 R6
目標

7.0万人

8.5万人

４

７

※出典：(一社)高知県東部観光協議会提供資料
H29

６

着実に増加

大手アウトドアブランドアドバイザーによる全面監修

■大手アウトドアブランド用品のレンタル
■ドッグランサイトの整備
■ツリーハウスの整備　　など

【R3.４ﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ】

約141百人

■県内のキャンプ場入込状況（８月～９月）

※県内主要観光施設（キャンプ場５施設）

約126百人

※出典：高知県地域観光課提供資料

R1 R2

屋外観光
需要増

高速バス
3％

乗用車
64％

観光バス
21％

その他
12％

0％

対象：室戸市、安芸市、東洋町、奈半利町、田野町、
　　　安田町、北川村、馬路村、芸西村

【東洋町】

生見海岸　全日本サーフィン選手権大会

西部地域で入込増加

対前年比約280％

季節ごとの

イベントも計画予定

東洋町

令和２年11月16日～18日
土佐清水市・高知市

参加者の声として、「非常によいロケーション」
「自然の音しかなく仕事に集中できた」などワーケーションのための
ロケーションとして非常に好意的な意見が多かった反面
参加者の４割超から移動時間(距離)の長さ等、交通の課題も

■大阪・関西万博を見据え、関西と高知を結ぶ新たな旅行商品の創出

都市型観光と
自然・体験型観光
のコラボ

連携協定を締結

令和２年10月27日
大阪観光局、高知県
高知県観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会


